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要旨
堀越紀夫・太田弘志・平子喜一

その他の資料等

　キュウリホモプシス根腐病の防除対策として、クロルピクリンくん蒸剤によるマルチ畦内消毒時に肥効調節型肥
料の施用と潅水チューブ（散水）の設置により、防除効果が安定する。

クロルピクリンくん蒸剤（錠剤で試験）によるマルチ畦内消毒と肥効調節型肥料の施用と散水処理の組合せ
は、収穫果本数が100.6本/株となり、液肥と点滴潅水の組合せの８８.１本/株に比べ、収量が多くなった。

クロルピクリンくん蒸剤（クロピクフロー・錠剤で試験）によるマルチ畦内消毒と肥効調節型肥料の施用及び散
水処理の組合せは、発病度45.0、萎凋株率11%となり、慣行肥料と散水処理の組合せでは発病度70.0、萎凋株
率30%であったのに比べ、発病が低く抑えられた。
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